研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　社会復帰施設　青山荘　　職　種　　精神保健福祉士　　　　氏　名　小笠原　嘉紀

	期　　間　　平成22年12月3日　～　平成22年12月6日

	出張目的　　勤続5年海外研修参加

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


全体の考察

グアムについて　（近年の歴史）

1898年スペイン軍によるアメリカ戦艦の沈没をきっかけに米西戦争が勃発し、スペイン領であったグアム島もアメリカ海軍の砲撃を受け、同年アメリカによって占領されることになる。アメリカ海軍による統治は農業、保健衛生、教育、土地管理、税制、公共事業などに数々の変革や改善をもたらされる。グアム島はアメリカ海軍の石炭補給および通信連絡の拠点として使用されていたが、1941年、日本は真珠湾攻撃による太平洋戦争勃発を機にグアムを占領。その後31ヶ月間にわたった日本の占領時代にグアム島民は日本の生活習慣を強要されることになる。日本軍はグアム島を「大宮島（偉大なる神のいる島）」と、ハガニア（アガニア）は「明石」と改名されることとなる。この日本軍占領時代を、チャモロ語では「日本の時代」を意味する「テイエイポン・チャパネス」と呼んでいる。
　日本軍は歴代の統治者と同様に、島民に日本語を使用することを強制したが、チャモロ人がアメリカに対して抱き続けていた忠誠心から、日本語が使えたチャモロ人はほんのひと握りであった。またチャモロ人の住居の自由は保証され、住みたい場所に住むことができていた。1944年、アメリカ軍がグアム島に上陸。数千人ものチャモロ人、米兵、日本兵の命を奪った３週間に及ぶ激戦の末、グアム島は平静を取り戻し、再びアメリカの統治下に入る。 1950年にアメリカの自治属領（準州）となり、今日までアメリカ軍の太平洋戦略上の基地として活用されている。
1967年、パンアメリカン航空が日本から航空路の運航を開始し、これによりグアムに近代的な観光産業がもたらされた。以来、グアムでは経済の多様化と拡大が続いている。軍需、観光、および関連産業（建設、小売、銀行、金融サービスなど）の拡大に加え、経済改革もまた島民の雇用に重要な役割を果たすとともに、グアムという世界市民的な社会が期待するビジネスの選択肢も広がってきている。

※インターネットの情報から転用

グアムについて（基本情報）

日本から飛行機で３時間３０分と比較的近い場所（時差は１時間）にある南国リゾートであり、新婚旅行での海外旅行などでの人気は高い。人口は約１６万人（チョモロ人半数、残りはフィリピン系アジア系など白人も住んでいる）、面積は５５０㎞（淡路島と同じ程度）言語は英語とチョモロ語が基本ではあるが、日本人の観光客が多いことから、日本語を理解できる人も多い。

グアムの気温はいつでも真夏。島には1年中カラフルな花が咲き乱れている。目に焼きつくような鮮やかな色彩と甘い香りは、いやがおうにもトロピカルムードを盛り上げてくれる名脇役となり、美しい花々は写真に撮るだけでなく、レイや花冠を作って楽しまれている。今回の旅行でもホテル周辺にはハイビスカス・プルメリアが咲き乱れおり、タモンビーチにはヒルガオのピンクの花が飾られていた。海の透明度も高く、タモンビーチ海岸沿いを歩くだけで容易に魚を目にすることができた。ダイビングなどは行うことができなかた為（スカイダイビングの関係）海の底にいる魚を見ることはできなかったが、シマハギなどは、タモンビーチの岩場にもおり、長谷部ＳＧＭが潜水してカメラに納めてくれている。

グアムの旗について

グアムの旗は、マリンブルーの地に深紅の縁取りがされたもの。中心にはグアムの紋章が入っています。1917 年、米海軍の将校夫人であるヘレン・ポールのスケッチを元にデザインされたもので、椰子の木、カヌーが恋人岬の断崖と海を背景に描かれている。この旗にはグアムの戦争の歴史や今まで培ってきた文化を示すシンボルが描かれている。

グアムについて（考察）

３０歳の私にとって戦争というものは教科書の歴史の中で少し勉強する程度で、原因やその時の状況などは興味を持たなかった事柄の一つであった。グアムと聞いて真っ先に考えたことは『海・空・リゾート』というような観光資源としてのグアムでしかなかった。改めて、グアムのことを調べ、院長先生の話を聞き、実際にタモンビーチでそのわずかな足跡を見つけ、無知な自分を恥じるとともにもっと見識を広めなければならないと強く感じた。またグアムの国旗の赤い色はチョモロ人によって流された多くの血を意味していることを今回の研修によって知ることができ、改めて戦争の残酷さとその爪痕の深さに考えさせられるものがあった。

また私の祖父もハワイやグアムに戦争のために来ていたというような話しを祖母から聞いたことがある。（そのため祖父は戦争の記録した写真などを持っていたそうだが、『後世に残してはいけない』と言って焼却処分してしまい、本人からそのこと話すことは決してなかった）８年前に祖父が亡くなり、今年、祖母も他界したことからそのことについて今は確認するすべもないが、祖父が見たかもしれないグアムの地に立ち、同じ空や海を見たかと思うと感慨深いものがあり、院長先生に教えて頂いた通り海岸に手を合わせて、この場所に眠る犠牲となった方々の冥福を祈ってから帰国した。

現地の人や文化に触れて（考察）

２日目にウェイクボードに乗るためにタムニング（オーシャンジェットクラブ）に行き、山田Ｄとビーチバレーをしたり、ウェイクボードに乗ったりしマリンスポーツを楽しむことができた。ウェイクボードは足にサーフィンの様なボードをつけ（写真参照）、水上バイクで引っ張って海上を走るという難易度の高いスポーツであったが二人とも日頃から（スノーボードなり各種スポーツなりを行っているため）乗りこなすことができていた。私よりも先に山田Ｄ（栄養士）が、乗りこなしているのをみて多少ショックを受ける部分はあったが、とにかく楽しむことができた。現地のインストラクターが片言の日本語で教えてくれることや、こちらの日本語も多少理解（人による）できる方もいたためとても過ごしやすかった。しかし歴史的な背景を考えると（日本軍の占領下で強要されても、ほとんど日本語を話すことがなかった歴史を考えると）少し複雑な気分になった。

親睦について

　今回の参加者は私が以前所属していた精神科通所リハビリテーションのスタッフと長谷部ＳＧＭ（上司）であった為、面識があったため容易にコミュニケーションを図ることができた。しかし、業務での各スタッフの顔とプライベートの顔は違うものであり、様々な一面をみることができた。

特に印象的であったのは、山田Ｄと上野Ｎｓと三人で行ったスカイダイビングである。当初は２８００メートルからのフライト予定であったが、インストラクターの「どうせ飛ぶのなら一番上から（４２００メートル）が最高です」という笑顔に惹かれ、１２０ドルを追加で出して、一番上からスカイダイビングを行ったことである。上空４２００メートルから見るグアムは絶景であったが、すぐにインストラクターに押し出され、見たこともない青い空へダイブし、時速２００㎞とも言われる落下スピードの中へ飛び込んだ経験は一生忘れることはないだろう。（山田Ｄがその時の映像をＤＶＤに収録）地上に到着後二人とも「また飛びたい」と興奮して話していたが、私は気圧で鼓膜が痛かったため（実は痛みで少し泣いており、私も撮影はしていたが、ＤＶＤ化は断っている）実は遠慮したいと思いつつも「そうだね」と賛同していた。

そして最終日には、長谷部ＳＧＭとはタモンビーチにて軽く格闘技のスパーリングを行っている。長谷部ＳＧＭは柔道経験者であり、私も現在総合格闘技（アマチュア選手）を趣味で行っていることからスパーリングを行った。結果は長谷部ＳＧＭに投げられ完敗ではあったが、このような機会がなければ実際におこなうことがないため、非常に貴重な機会となった。また飯野ＳＧＭ、上野Ｎｓ、山田Ｄとタモンのビーチで一緒に泳いだり、浮き輪ではしゃいだり（写真参照）したことも忘れられない思い出の一つである。

慰安（リフレッシュ）について

　下記のスケジュールで目一杯、グアムを楽しもうとしたため、かなり予定を詰めたスケジュールとなった。しかし、グアムでやりたかったウェイクボード、スカイダイビング、グアムの海での遊泳、現地の料理（海産物）を食べる、単独でのグアム散策などという全ての事柄をやり遂げたことで、肉体的にはハードであったが、精神的にはかなりリフレッシュすることができた。

最後に

　このような素晴らしい機会を与えて頂いた青仁会及び院長先生にはとても感謝している。この研修で得たものを普段の業務に生かし、少しでも青仁会のために貢献して行きたいと考える。

１日目のスケジュール

７：００　成田エキスプレス　発

７：５６　成田空港第１旅客ターミナルビル　集合

１５；２０　グアム到着（悪天候により約２０分の遅れが出る）

１６：００　ショッピング（ＤＦＳギャラリア）

１９：００　夕食（将軍）

２０：３０　ショッピング（タモン・サンズ・プラザ）

２２：００　ホテル

２日目のスケジュール

６：３０　起床

７：００　タモンビーチを散策（イパオ・ビーチ公園近くまで）

９：００　ウェイクボード・スカイダイビングの予約にＤＦＳギャラリアへ　

※スカイダイビングは定員オーバーとのことで、３日目の午前中に予約

１１：００　山田Ｄとウェイクボードへ（昼食付き）

１５：４０　リーフホテル到着

１８：３０　院長先生と合流

１９：００　リーフホテル近くにある餃子屋台で夕食

２２：００　院長先生と長谷部ＳＧＭとホテルで親睦会（１１１９号室）

３日目のスケジュール

８：３０　スカイダイビングに向け出発

１１：００　リーフホテル到着

１２：００　長谷部ＳＧＭとマクドナルドで昼食

１３：００　タモンビーチの散策とウェスティンリゾート・グアムの近くの砂浜で研修報告用のフォト及びムービーの撮影

１５：００　リーフホテルに戻ると長谷部ＳＧＭが飯野ＳＧＭ達とショッピングに出かけていたため、一人でシャトルバスに乗り、グアムアウトレットへ出かける

１９：００　長谷部ＳＧＭと合流

１９：３０　院長先生と合流しＳＥＡＦＯＯＤ　ＣＨＥＦで夕食

２２：００　参加者全員での親睦会（１１１９号室）

４日目のスケジュール

　７：３０　長谷部ＳＧＭとタモンビーチをウォーキング

　９：００　飯野ＳＧＭ、山田Ｄ、上野Ｎｓ、長谷部ＳＧＭとウェスティンリゾート・グアムの近くの砂浜でグアムの海を満喫

１１：００　リーフホテルに戻り、帰国準備

１２：００　リーフホテル周辺を散策

１３：００　リーフホテルロビー集合

１５：５５　ＤＬ６４９ グアム空港出発

１８：４５　日本へ帰国
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